
国内産小麦の主産地における
品種転換とそれに伴う需要の変化

吉 田 行 郷＊

１．はじめに

国内産小麦の流通制度が2000年に民間流通
へ移行した当初は，国内産小麦に対する需要
を供給が大きく上回るミスマッチが発生。そ
れが，16年産以降，需要が供給を上回る逆ミ
スマッチ状態がしばらく続く状況が続いた。
本稿では，こうした状況となった要因を，16
年以降の新たな動きも踏まえて，わが国のコ
ムギのフードシステムにおける各産地産小麦
の位置付けを浮き彫りにしながら，明らかに

する。また今後，国内産小麦の需要に応じた
生産に向けて，取り組むべき中長期的な課題
について，新型コロナウイルスのまん延の影
響も含めて考察する。

２．全国ベースで見た国内産小麦の
使用状況

日本におけるコムギの１人当たり年間消費
量については，高度成長期に着実に増加し，
1967年には32kgと最初のピークを迎え，以後
安定的に推移している（図１）。これに対し
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図１ 食料需給表でみたコムギの供給量の推移（1960年度＝100）
資料：農林水産省「食料需給表」，総務省「人口推計」，国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計 人口」（出性・死亡中位推計）］



て総消費量は，人口増加の影響により94年ま
では増加傾向で推移し，その後，安定化した。
コメの需要が右肩下がりなのに，日本人のパ
ン好き，麺好きに支えられて，コムギについ
ては安定した需要を維持していることが分か
る。
2009年度時点では，日本におけるコムギの
用途別のシェアでは，パン用が一番多く29％
を占めていたが，国内産の使用割合は３％と
低かった（図２）。また，中華麺用も用途別の
シェアが８％あったが，国内産の使用割合は５
％にとどまっていた。他方で日本麺用のシェア
は11％であったが，国内産の使用割合が60％
と他の用途に比べて突出して高かった。
しかし，①2017年産の国内産小麦は09年産
より34％生産量が多いこと，②後述するよう
に，17年産では，パン用・中華麺用に主に使
用される強力系小麦が国内産小麦の検査数量
の20％を超えていることから，現在はパン
用・中華麺用での国内産シェアが，当時より
かなり大きくなっていると見込まれる。
また過去の研究成果によれば，コムギの国
際価格の高騰する以前の2006年段階では，外
国産小麦とブレンドされて使用された国産小
麦の割合の方が高く60～70％と試算された。
特に主産地の北海道，九州を除くと，80～90％
の国内産小麦が外国産とブレンドされて使用

されていた。関係者からの
ヒアリング結果を踏まえる
と，現在，生産量全体の70％
弱を占める北海道産小麦の
大部分が外国産とブレンド
されずに使用されているこ
とから，国内産小麦の単独
使用割合は，70％前後に達
している可能性があり，国
内産小麦の使われ方が劇的
に変わってきていることが
分かる。

３．国内産小麦の主産地等における生
産動向

コムギでは，北海道，九州北部４県，北関
東４県が主産地であり，この３地域での全作
付面積に占めるシェアは2020年産で81％であ
り，最近，コムギの増産に成功して関東に肉
薄しつつある第４の産地である東海３県も加
えると89％に達する。

１） 北海道におけるコムギの品種転換
中力系小麦では，2009～11年産にかけて３

年間で，「ホクシン」から「きたほなみ」にほぼ全
面的に転換された。強力系小麦では，「ゆめちか
ら」が08年度に導入され，その単収の良さ，作り
やすさに加えて，強力系小麦生産への加算金も
あり，12年産以降，生産が急増している。同時
期に「春よ恋」も増産されている（図３）。

２） 九州北部４県におけるコムギ生産
の変化

福岡県，熊本県では，麦類の作付面積に占
めるコムギのシェアが約７割を占めている
が，ビール用二条大麦の主産地である佐賀県
と，麦焼酎，麦味噌の大手・中堅メーカーが
立地する大分県で，相対的にオオムギの作付
面積割合が高くなっている。
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図２ 用途別にみた国産，外国産小麦の使用量（2009年度，食用）
資料：農林水産省調べ。
注：（ ）内は，国内で使用されているコムギ全体に占める各用途別のシェアである。



水田面積に対する麦類作付面積の比率は，
佐賀県で53％，福岡県で早場米地帯があって
も36％であるのに対して，基盤整備の遅れ，
担い手不足等から，熊本県，大分県は10％台
前半にとどまっている。
福岡県では，強力系小麦「ミナミノカオリ」
と「ちくしW2号（ラー麦）」が増加した後，
近年は安定的に推移している。熊本県でも，
2014年産から16年産にかけて「ミナミノカオ
リ」が大きく増加し，「シロガネコムギ」と「チ
クゴイズミ」が減少している。佐賀県では，
「ニシノカオリ」から「ミナミノカオリ」への
転換が進展しなかったが，「春風ふわり」の面
積が今後増加する見込みとなっている。大分
県では，「チクゴイズミ」の作付面積が増加し
ている。強力系小麦では，「ミナミノカオリ」
が大きく増加している。
以上のように，九州でも「チクゴイズミ」
と強力系小麦（「春風ふわり」を増産させる方
針の佐賀県以外は，「ミナミノカオリ」）が４
県全てで生産されるようになり，北海道に準
ずる供給体制が整いつつある。

３） 北関東４県におけるコムギ生産の
変化

北関東４県のコムギの作付面積は近年減少

傾向にあるが，2010年に「さ
とのそら」が品種登録された
のを受けて，北関東４県では
「農林61号」から「さとのそら」
への転換が各県で急速に進展
した。単収の高い「さとのそ
ら」への転換で，生産量の減
少には歯止めがかかってい
る。強力系小麦でも，群馬県
が18年度に「ゆめかおり」を
認定品種として採用し，後述
する長野県や神奈川県，山梨
県でも「ゆめかおり」が生産

され始めていることから品種統一が進展しつ
つある。

４） 東海３県におけるコムギ生産の
変化

東海３県では，コメの要生産調整面積の拡
大を背景として，コムギの作付面積が拡大し
ている（オオムギはほとんど生産されていな
い）。1998年産から2020年産までの21年間で，
愛知県は22％増，三重県は103％増，岐阜県は
147％増となっている。
３県全てで，「農林61号」から新品種への転
換が勧められたが，各県で主要品種が異なる
ことから（愛知県「きぬあかり」，三重県「あ
やひかり」等，岐阜県「イワイノダイチ」等），
３県で生産される共通品種は，中力系小麦で
も強力系小麦でもなくなった。特に近年，愛
知県での強力系小麦の「ゆめあかり」の生産
が増加しており，2019年産の作付面積シェア
は７％に達している。

５） 高まる全コムギ生産量に占める強
力系小麦の割合，国産小麦の品質

現時点では，総じてみれば国内生産量の変
化は少ないが，その内訳をみると，パン用，
中華麺用に使える強力系品種の検査数量がこ
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図３ 「春よ恋」，「ゆめちから」の作付面積の推移
資料：北海道庁農産振興課調べ
注：2019年産は暫定値
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の10年間で142％（2017年産までなら183％）
増加し，全検査数量に占めるシェアも19％（17
年には20％）にまで拡大している。北海道産
に限れば193％の増加，北海道産小麦の全検
査数量に占める強力系小麦のシェアは21％に
達している（図４）。
また北海道だけでなく，九州北部４県，北
関東４県，東海３県といった他の主産地でも，
品種の転換が着実に進展し，品質面でも外国
産と遜色ない，あるいはより高い評価をされ
る品種が増加している。2016年の中力系小麦
についての製麺試験結果によれば，３品種が
豪州産「ASW」を上回る評価，１品種が同等

との評価をされる結果となっている。

４．国内産小麦の近年の消費動向

１） 北海道産を中心にした国内産小麦
を使用した大手食品メーカーの商
品の販売動向

生（チルド）うどん市場では，大手２社が
国内産小麦の使用に熱心に取り組んでいる。
このため，首都圏の生うどん市場において，
2009年時点で，販売金額上位10製品のうち４
製品が「国内産小麦使用」表示であったのが，
19年時点では７製品に増加している（表１）。
また北海道産「ゆめちから」の生産拡大を

機に，生ラーメンで
も北海道産小麦を使
用し，そのことを表
示した製品が発売さ
れ始めている。大手
製麺業者 A社では，
主要製品の一つであ
る生ラーメン３食入
りを，2013年８月に
リニューアルし，そ
の際，北海道産小麦
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図４ 中力系小麦，強力系小麦別にみた検査数量の推移
資料：農林水産省「麦の農産物検査結果」
注：数量は普通小麦の産地品種銘柄計であり，規格外を含む。

表１ 生うどん（チルド）販売金額ランキングの変化（首都圏）

資料：日経メディアマーケッティング社による首都圏スーパーマーケット等（2009年：93店，2019年：121店）に国産シェアおける
POSデータに基づき筆者が集計

注：2009年は09年４月から10年２月までの値であり，2019年は19年１月から12月の値である。
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を100％使用し，そのことを表示する変更を
実施している。同製品は，発売後，順調に売
り上げを維持し，19年の首都圏における年間
ランキングでも，シリーズで１位，３位，５
位につけている。
また，国内産小麦を100％使用した食パン
の販売額の推移をみると，新製品が登場する
たびに国内産小麦100％使用の食パン市場が
大きく拡大し，その後落ち着くという動きを
繰り返し，右肩上がりで市場が拡大した。北
海道産小麦の生産減等を受けて，出回り量が
一時減ったが，その後は安定的に推移してい
る（図５）。

２） 九州北部４県産小麦の使用状況
10～15万トンの生産量の九州北部４県産小
麦にとって，九州７県は十分に大きな市場と
なっている。近年は，中小２次加工メーカー
が大手との差別化を図るため，戦略的に「九
州産小麦使用」あるいは各「県産小麦使用」
の表示を行う製品がよく見受けられるように
なっている。

また「ミナミノカオリ」の各県における増
産や需要の増大を受け，九州に立地している
中小製粉企業５社全てで，国内産小麦を使用
したパン用小麦粉，ミックス粉が発売され，
その多くで「ミナミノカオリ」が使用されて
いる。

３） 北関東４産小麦の使用状況
コムギの主産地である北関東４県は，埼玉
県が首都圏に含まれるだけでなく，他の３県
も首都圏に近接している。このため，５～７
万トンの生産量の北関東４県産小麦にとって
は，自県と首都圏が主要な市場となっている。
九州産小麦に比べて，大手製粉企業への販売
割合が大きい。大手製粉企業に買い受けられ
た北関東４県産小麦は，主に外国産小麦とブ
レンドして製粉され，大手２次加工メーカー
の製品などに使用されている。他方で，「農
林61号」「さとのそら」以外の品種では，ほと
んどが単独で製粉され，「国産小麦使用」表示，
あるいは，「地粉使用」表示のある製品用に使
用されている。最近は，「県産小麦使用」表示，
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図５ 国内産小麦100％使用の食パンの販売額の推移（首都圏）
資料：日本経済新聞デジタルメディアによる首都圏スーパーマーケットなど108店舗における POSデータより筆者が集計
注：食パンのうち，国内産小麦100％使用していることが明らかな製品のみ計上した。菓子パン，テーブルパンは含んでいない。

0
50
100
150
200
250
300
350
400

20
13

2 6 10
20
14

2 6 10
20
15

2 6 10
20
16

2 6 10
20
17

2 6 10
20
18

2 6 10
20
19

2 6 10
20
20

2

B
100

C
100

PB

B
100

B
100



「品種銘柄使用」表示も拡大している。栃木
県産「ゆめかおり」，埼玉県産「ハナマンテン」
は，その製パン性に対する高い評価から，そ
れぞれパン用でも単独で使用され始めてい
る。

４） 東海３県産小麦の使用状況
東海３県で生産されているコムギの販売先
をみると，大手製粉企業のシェアが愛知県産
コムギで５割，岐阜県産小麦でも６割弱と大
手製粉のウエートが高いが，三重県産小麦は，
大手製粉企業による買い受けがない。愛知県
に立地している中小製粉企業の小麦粉の販売
先は県内がほとんどを占めているが，三重県
に立地している製粉企業は，自県内よりも県
外での販売が多く，しかもその大部分は首都
圏と関西圏となっている。

５．おわりに

１） 各主産地での新品種の導入が国内
産小麦の需給に与える影響

既往文献によれば，2000年の民間流通導入
直後には，国内産小麦が外国産に比べて品質
面で大きく劣るとの評価がされていた（２次
加工適性が劣る，麺に単独で使用した場合の
色のくすみに強い抵抗感等）。
しかし，北海道で生産品種が大きく変わり，

外国産と品質面で遜色のない品種が中力系小
麦，強力系小麦双方でそろい，量的にも大手
２次加工メーカーが使いこなせる量を確保す
ることができた（消費者の国産志向の高まり
もあり，単独使用が急増）。九州北部４県，北
関東４県，東海３県でも，前述のように品種
の転換が進み，国内の小麦製品での国内産の
使用状況を大きく変えつつあり，国内産の使
用可能用途，国内産の特徴が生きる用途が拡
大しつつある。

２） 国内産小麦の需要に応じた生産に
向けた課題

今後の少子・高齢化の進展を踏まえれば，
中長期的には，中力系小麦から強力系小麦へ
の転換を進める必要がある。大手２次加工
メーカーによる使用ロットを考慮すれば，当
面は，九州北部４県や北関東４県での強力系
小麦の増産では，大手の製パンメーカーや製
麺企業のニーズには対応できない（九州産，
関東産は品質面でも北海道産にまだ劣るた
め）。このため当面は，北海道において強力
系小麦の増産を優先させていく必要がある。
そして「きたほなみ」の生産減少を，外国産
小麦との代替ではなく，北海道以外の産地で
作られる高品質な中力系小麦の増産で埋めて
いく必要がある。そういう意味では，ムギの
裏作地帯，２年３作地帯での高品質な中力系
小麦の導入や増産が鍵になると考えている。
中長期的には日本全体での国内産への需要を
俯
ふ

瞰
かん

し，各産地が競合関係を強めるのではな
く連携して，限られた量の国内産をそれぞれ
の特性を踏まえて有効に使い消費者のニーズ
に応えていくといった視点も重要になってく
ると考える。
そして，中長期的な需要の動向を踏まえた
生産の拡大のためには，新型コロナウイルス
による小麦製品への影響についても見極める
ことが重要である。景気が後退すると，低価
格志向が強まり，外国産よりは割高な傾向に
ある国内産小麦に不利になる可能性もある。
他方で，新型コロナウイルスによって分断さ
れた人間関係への反動として，人と人のつな
がりを求めて地産地消的な取り組みや国産志
向が強まる可能性もある。新型コロナウイル
スによる小麦製品への中長期的な影響につい
ても見極めて，国内産小麦の需要をどこで拡
大させていくか検討していく必要がある。

農業 1684号 2021.12
―44―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


